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栄・芳美さんの長女
五十嵐 夏海ちゃん

かいせい

青柳 快星ちゃん

肘谷 政美・弘美さんの長男 鯨

にんきもの
わがやの

　このコーナーでは、市内在住の１～３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの
コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・広報広聴係 ☎４３-２１１２】までご連絡ください。
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　中学1年と小学4年のお兄ちゃん
２人を相手に、日々たくましく成長し
ています。アンパンマンやミッキーマ
ウスが大好きでパズルにも夢中！
　おままごとで具だくさんスープを
作り、みんなにご馳走してくれます。
　優しく、健やかに成長してほしいで
す。

　今、乗り物にはまっている快星。お
ばあちゃんからもらったクリスマスプ
レゼントのショベルカーは、大のお気
に入り。外で遊ぶのも大好きで、どこ
までも走って行っちゃうから毎日ママ
はヘトヘトです。
　これからも、いっぱい食べて、いっ
ぱい遊んで大きくなってね。

中山 大雅ちゃん

おうが

　魚や動物が大好きな大雅。
　動物園やテレビで動物を発見する
と、声をあげてはしゃいで喜びます。
　また、車も大好きで、大きなダンプ
や工事で使う重機を見ても大興奮
です。
　元気いっぱい、笑顔のかわいい大
雅。これからもすくすく成長してね。
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鎌庭裕康・有香さんの長男
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◀年長児（にじ組）、
　年少児（はな組）の皆さん

　お部屋の中をみんな
で雪景色に変身させま
した！
　年長児は、紙を手で
ちぎって、雪のふわふわ
した感じを出して「かま
くら」を、年少児は、はさ
みでチョキチョキ･･･思
い思いの顔や小物を切
って「雪だるま」を作りま
した。

前回登場の川面亮子さんからの紹介

谷島 弘恵さん（下木戸）
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